
広い教養を備えた医療人の
育成、これは本学が掲げる理

念の一つです。教養とは、この多様
な社会を構成する一員として、自己
とは異なる他者と共存していくための
知性と言い換えることができるでしょう。
教養部では、 そのような異質な他者
との共存を可能にする知性を養うこと、
これが自らの担うべき役割の一つと考
え、様々な取り組みを行っています。
　その一つが、本年度より開始された
「教養総合講座」です。これは、学生
たちを15人前後の学科混成のグルー
プに分け、共通の大きなテーマについ

月28日～31日の4日間、第3
回の国際サマープログラムを、

M&Dタワー内の会場を中心に本学内
で開催しました。テーマは「臓器／組
織の発生と再生―その基礎と臨床応
用」。3月の東日本大震災とその後の
節電対策により、運営面での配慮が
必要でしたが、田賀哲也教授を座長
としたISP2011ワーキンググループの各
委員ならびに学内外の講師の先生方
のご協力のもとに、無事に実施するこ
とができました。
　本プログラムは、アジアの14カ国か
ら招聘した23人の学生・若手研究者
を対象に、講義、キャンパスツアー、
研究室訪問および交流会を実施しま

てグループごとに調査や討論を行う「基
礎ゼミ」を主軸におくものです。それに、
「文章表現リテラシー」および「情報リ
テラシー」の2つのリテラシー教育を加
えることによって、「基礎ゼミ」の基盤
固めを行う、三位一体型のプログラム
です。
　今年度は、「自然環境と人間社会」
というテーマに対して、学生達は、人
文社会科学と自然科学それぞれの視
点から問題を設定し、調査・討論・考
察を経て、最終的にはそれらが融合し
た結論を導きだす作業に取り組みま
した。9月27日には、その成果を「基

した。最終日の8月31日には本学の
学生・教職員や学外研究者も参加で
きる国際シンポジウムを開催いたしま
した。
　本プログラムは本学を広く世界にア
ピールするとともに、優秀な外国人留
学生を確保することを目的としており
ます。今回から招聘学生が希望する
研究分野の研究室を訪問するための
時間を増やしました。夏季期間中に
もかかわらず学内の先生方には熱心に
訪問学生に対応していただきました。
来年度以降、さらに招聘参加者と本
学教員・学生とのより密度の高い相互
交流が可能となるプログラム作りに努
めたいと思います。

幅 8

03 02
第3回国際サマープログラムを開催

国際交流センター長
森尾郁子

交流会での集合写真（M&Dタワー26F）
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講義室での井関教授。TV会議を利用し、チュ
ラロンコーン大学へ中継を行った

活発な質疑応答が行われた

最終日に行われたシンポジウムにて講演する
イアン・ウィルマット教授

研究室訪問の様子。烏山教授の説明を熱心
に聞くISP参加者

礎ゼミ発表会」で披露し合い、そこで
も活発な討議が行われました。
　およそ4カ月におよぶ取り組みの中
で、最初は受け身な傾向にあった学生
達も、徐々に自ら問題を提起し、資料
を収集し、情報を発信しあうようにな
りました。原発問題に取り組んだＫ班・
医学科・中村皓平君の、「初めは集団
での作業ができませんでしたが、徐 に々
班としてまとまりが出て、発表を行う
ことができました。共同で調査や作業
をする機会はめったになく、個人作業
に慣れてしまいがちなこの時期に、こ
のような体験ができたことは大変有意
義でした」との感想に見られるように、
異なる他者と意思疎通をすることの難
しさと大切さを感じ取ったようです。
　これまで、唯一の「答え」に、誰より
も早くたどりつくことを要求されてき
た学生達。でも、学問の本当の面白
さはそんなところにはありません。異な
る他者による異なる観点からの反証
によって、科学は発展していきます。
そのダイナミズムこそが学問の本当の
面白さです。つまり、学問が学問と
して機動するには、「他者」が必要な
のです。
　 学生達にはそのような学問の持つ
躍動感を味わって欲しい。そして、自
らも他者として他者と共に生きる、知
性あふれる医療人に成長して欲しい、
そう期待しています。

学で新たに開始されたサバテ
ｲカル制度を2011年6月27日

から2カ月間利用し、北欧のデンマー
ク、スウェーデン、フィンランドと日
本国内で高齢者の予防訪問の効果に
関する研究を行いました。
　わが国では介護保険制度を見直し、
予防重視型の活動を展開しており、
介護予防が必要な高齢者の把握と支
援を充実することが早急な課題です。
予防活動を充実するため、北欧のデン
マークでは、75歳以上の高齢者全数
への予防訪問が法律で定められてい
ます。また、フィンランドやスウェー
デンでも、高齢者全数への予防訪問
を積極的に行っています。
　そこで、今回北欧3カ国において、
本学の協定大学のフィンランドのセイ
ナヨキ応用科学大学をはじめとする各
国の研究者との研究討議、自治体の
管理者、地域看護職者、高齢者施設
職員等と高齢者自身に予防訪問の効
果について調査を実施しました。
　高齢者全数への予防訪問は、健康
状態や生活上の課題を早期に把握し、
高齢者の心身の健康維持・増進、介
護予防に寄与する活動であり、高齢
者の満足度も高い活動でした。この
ような有用性のある高齢者全数への
予防訪問をわが国でもさらに推進して
いくために、研究成果を役立てていき
たいと思っております。
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本

新カリキュラム-「教養総合講座」 サバティカル制度による
北欧3カ国での研究の報告教養総合講座運営委員会

ABC班 DEF班 GHI班 JKL班 MNO班

4限

テーマ①設定 【人文社会科学系】

テーマ②設定 【自然科学系】

文章表現Ｉ

情報の検索

文章表現Ｉ

情報の検索

文章表現Ｉ

基礎ゼミ①-1

基礎ゼミ②-1

基礎ゼミ②-3

基礎ゼミ②-4

基礎ゼミ②-5

基礎ゼミ②-6（まとめ）基礎ゼミ②-6（まとめ）

基礎ゼミ②-1

基礎ゼミ①-1

基礎ゼミ①-4 基礎ゼミ①-4

基礎ゼミ①-5

基礎ゼミ①-5

基礎ゼミ②-4

基礎ゼミ②-5

基礎ゼミ：テーマ①＋②
まとめ＋プレゼン準備

基礎ゼミ：発表会 基礎ゼミ：発表会 基礎ゼミ：発表会

基礎ゼミ①-2 基礎ゼミ①-2

基礎ゼミ①-3

基礎ゼミ①-3

基礎ゼミ①-6（まとめ） 基礎ゼミ①-6（まとめ）

基礎ゼミ②-2 基礎ゼミ②-2

基礎ゼミ②-3

4限

4限

4限

4限

4限

4限

4限

4限

4限

4限

4限

4限

5限

5限

5限

5限

5限

5限

5限

5限

5限

5限

5限

5限

5限

大学院保健衛生学研究科
地域保健看護学分野 教授

佐 木々明子

セイナヨキ応用科学大学の国際部長らとともに

ポスターセッションにて、ISP参加者の発表に
耳を傾ける西村教授と本学留学生

■教養総合講座（2011年度） 
日程

1回目
（5/17）
【湯島】

2回目
（5/24）

3回目
（5/31）

4回目
（6/7）

5回目
（6/14）

6回目
（6/21）

7回目
（6/28）

8回目
（7/5）

9回目
（7/12）

10回目
（7/19）

11回目
（7/26）

12回目
（9/20）
13回目
（9/27）

基礎ゼミ：テーマ①＋②
まとめ＋プレゼン準備

情報の選択 文章表現Ⅱ

文章表現Ⅲ 情報の提示

情報の提示 文章表現Ⅲ

情報の選択

情報の選択 文章表現Ⅱ

文章表現Ⅲ 情報の提示

情報の提示 文章表現Ⅲ

文章表現Ⅲ

情報の提示

文章表現Ⅱ 情報の選択

文章表現Ⅱ 情報の選択

文章表現Ⅱ

文章表現Ｉ 情報の検索

情報の検索 文章表現Ｉ

情報の検索

PQR班

オリエンテーション

ネットワークセキュリティ

テーマ②設定 【人文社会科学系】

テーマ①設定 【自然科学系】

情報の検索

基礎ゼミ②-1

基礎ゼミ②-2

基礎ゼミ②-3

基礎ゼミ②-5

基礎ゼミ②-6（まとめ）

夏季休業（レポート作成）

基礎ゼミ②-4

基礎ゼミ①-1

基礎ゼミ①-2

基礎ゼミ①-5

基礎ゼミ①-6まとめ

基礎ゼミ①-3

基礎ゼミ①-4

全体講義「自然環境と人間社会」：自然科学系（井口泰泉先生）

全体講義「自然環境と人間社会」：人文社会系（加藤尚武先生）

基礎ゼミ：テーマ①＋②
まとめ＋プレゼン準備

文章表現Ⅱ

情報の提示

文章表現Ⅲ

情報の選択

文章表現Ｉ
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　また、第2回ホームカミングデイでは、
M&Dタワーの図書館およびファカル
ティラウンジを見学するキャンパスツア
ーの後、鈴木章夫記念講堂にて亀山
郁夫東京外国語大学学長による「文
学の力―全体的不幸を見つめるドス
トエフスキー―」と題する講演と、「や
る気倍増プロジェクト」として、学長か
ら教員4名にベストティーチャー賞が
授与されました。この後、ファカルテ
ィラウンジで、学長と名誉教授、卒後
50周年を迎えられた卒業生と歯科17
回生との懇談会が行われました。

講演する東京外国語大学の亀山学長

ファカルティラウンジを見学する参加者

04

る9月29日、TEDA International 
Cardiovascular Hospital（TEDA 

ICH）院長Dr. Liu Xiao Chengをお迎
えし、心臓血管外科セミナーを開催し
ました。2009年11月に調印された東
京医科歯科大学医学部および医学部
附属病院と、天津医科大学医学部お
よびTEDA ICHの提携事業の一環と
して、本学臨床教授であるDr. Liuに、
中国の心臓血管外科事情、病院紹介
などについて約1時間ご講演いただき
ました。医師のみならず、看護師・臨
床工学技士など多数の方が参加され、
盛会のうちに閉会しました。
　この交流事業は、調印式以後より
活発に行われており、本学心臓血管
外科・荒井裕国教授は、心拍動下冠
動脈バイパス術の指導のため数回訪中
され、天津医科大学客員教授として
迎えられています。また、心臓外科手
術トレーニングを目的として、本学か
らTEDA ICHへの留学実績もあり、
今後も継続して医師、看護師その他
コメディカルの交流などを積極的に行
っていく予定です。

去

第一回心臓血管外科
セミナー報告

医学部附属病院
心臓血管外科 助教

宮城直人

看護師・臨床工学技士も参加した

講演したDr. Liu（右から4番目）

学のブランド力向上および自
校愛教育の一環として、10

月12日に創立記念日行事を、10月
16日に第2回ホームカミングデイを行
いました。
　創立記念日行事では、昨年度に引
き続き「マイキャンパスプロジェクト」
として、学生教職員に呼びかけ、大学
構内の清掃を行い、「癒しの緑プロジ
ェクト」として、大山学長により梅の
木とヤマザクラが植樹されました。午
後には永年勤続者18名が表彰されま
した。

05

大

創立記念日行事および
第2回ホームカミングデイを開催

癒しの緑プロジェクトにて植樹を行う大山学長

挨拶する大山学長

やる気倍増プロジェクト表彰式
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実験動物慰霊祭を挙行
News

実験動物慰霊祭が、例年どおり動物愛
護週間中の9月26日（月）にM&Dタワー
の鈴木章夫記念講堂にて挙行されまし
た。慰霊祭当日は、大山喬史学長をは
じめ、役員や教職員、学生など約300名
が参列しました。式では参列者全員に
よる黙祷の後、大山学長から「供養の詞」
の中で、研究の必要性や動物福祉の立
場を適切に配慮し、動物の愛護および
管理に関する法律の精神の原点に常に
立ち返らなければならないことが述べられ
ました。続く金井実験動物センター長
の挨拶の後に、参列者全員による献花
が行われ、医学、歯学および生命科学の
教育・研究・診療に多大な寄与を遂げた
動物に対し感謝の意を表し、冥福を祈
りました。

水島昇教授が
武田医学賞を受賞
公益財団法人武田科学振興財団から、
大学院医歯学総合研究科の水島昇教授
に、2011年度武田医学賞を贈呈するこ
とが発表されました。武田医学賞は、医
学界で顕著な業績を挙げ、医学ならび
に医療に優れた貢献を果たされた学者・
研究者に贈呈されるもので、1954年に
武田薬品工業株式会社に設けられ、当
該財団に継承されたものです。受賞テー
マは「オートファジーの分子機構と生理
学的意義に関する研究」で、この新しい
研究領域を独自の手法と視点で細胞生
物学から生理学・病態生理学へと発展
させ、細胞が自分自身を大規模に分解
するメカニズムとその生体内での役割の
理解に大きく貢献したことが認められた
ものです。

NewsNews

生体材料工学研究所
60周年記念式典・
記念講演会を開催
生体材料工学研究所は、1951年に歯科
材料研究所として開設されて以来、2度
の改組を経て、2011年4月1日をもちま
して創立60周年を迎えました。 これを
記念し、下記のように記念式典および講
演会を行いました。

場所：東京医科歯科大学M&Dタワー2階  
　　   鈴木章夫記念講堂

日時：2011年12月20日（火）

15：30～記念式典　
16：30～記念講演

総合科学技術会議議員、
元東京工業大学長
相澤益男 先生

演題：我が国の科学技術政策について

7     

7
月

2011年7月～10月の主な出来事

3

10
月

4511 6

シリントン王女から名誉歯学博士
号を授与される大山学長

医学部附属病院ロビーでのボラン
ティアコンサート解剖体追悼式の様子

大
山
学
長
が
タ
イ
王
国
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
か
ら
名
誉
歯
学
博
士
号
を
授
与

高
大
連
携（
都
立
日
比
谷
高
校
、
県
立
千
葉
高
校（
8
月
5
日
）、

県
立
水
戸
第
一
高
校（
8
月
10
日
））

【
世
界
の
こ
と
ば
教
室
】：
タ
イ
語
、
中
国
語（
10
月
3
日
〜
）

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト（
医
学
部
附
属
病
院
、9
月
7
日
、15
日
、28
日
、10
月
25
日
、27
日
）

全
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、【
留
学
生
に
よ
る
お
国
紹
介
】パ
キ
ス
タ
ン
、
ス
リ
ラ
ン

カ（
9
月
29
日
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア（
10
月
27
日
）

大
学
院
保
健
衛
生
学
研
究
科
博
士（
前
期
）課
程
入
学
試
験（
合
格
発
表
：
9
月
2
日
）

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
医
歯
理
工
学
専
攻
修
士
課
程
入
学
試
験（
合
格
発
表
：9
月
2
日
）

教
養
部「
夏
の
公
開
講
座
」開
始

歯
学
部
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス「
ス
キ
ル
ス
胃
が
ん
の
マ
ウ
ス
モ
デ
ル
を
作
成
」湯
浅
保
仁 

教
授

国
際
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
１
（
〜
31
日
）➼

 

内
容
は
本
誌
p
28
を
参
照

歯
学
部
口
腔
保
健
学
科
口
腔
保
健
衛
生
学
専
攻
３
年
次
編
入
学
試
験（
合
格
発
表
：9
月
30
日
）

歯
学
部
口
腔
保
健
学
科
口
腔
保
健
工
学
専
攻
２
年
次
編
入
学
試
験（
合
格
発
表
：9
月
30
日
）

第
29
回
大
学
院
セ
ミ
ナ
ー
、
ハ
ー
バ
ー
ド
派
遣
学
生
報
告
会

消
防
総
監
か
ら
の
感
謝
状
贈
呈
式（
医
学
部
附
属
病
院
）

マ
マ
さ
ん
ド
ク
タ
ー
リ
タ
ー
ン
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム【
産
婦
人
科
編
】（
〜
16
日
）

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス「
骨
を
作
り
か
え
る
指
令
細
胞
の
発
見
」高
柳
広 

教
授

学
位
記
授
与
式

実
験
動
物
慰
霊
祭➼

 

内
容
は
本
誌
ｐ
31
を
参
照

大
学
院
保
健
衛
生
学
研
究
科
博
士（
後
期
）課
程
入
学
試
験（
合
格
発
表
：
10
月
21
日
）

教
養
総
合
講
座
基
礎
ゼ
ミ
発
表
会➼

 

内
容
は
本
誌
ｐ
29
を
参
照

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
医
歯
学
系
専
攻
博
士
課
程
入
学
試
験（
合
格
発
表
：
10
月
27
日
）

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
生
命
理
工
学
系
専
攻
博
士
課
程
入
学
試
験（
合
格
発
表
：
10
月
27
日
）

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス「
体
外
設
置
型
の
磁
気
浮
上
遠
心
式
補
助
人
工
心
臓
を
実
用
化
す
る

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
設
立
」高
谷
節
雄 

教
授（
共
同
発
表
：Ｊ
Ｓ
Ｔ
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
）

➼
 

内
容
は
本
誌
ｐ
24
を
参
照

心
臓
血
管
外
科
セ
ミ
ナ
ー➼

 

内
容
は
本
誌
ｐ
30
を
参
照

第
21
期 

日
本
語
研
修
コ
ー
ス
閉
講
式

132122281

8
月

224262831 47

9
月

122226272829121415162021222428
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